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南極昭和基地レイリーライダーとSuperDARN HFレーダーによるPMCとPMSEの
同時観測
Simultaneous PMC and PMSE observations with a ground-based lidar and SuperDARN
HF radar over Syowa Station, Antarctica
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第 VIII 期南極観測重点研究観測プロジェクトの一環として 2011年１月、第 52次南極地域観測隊（JARE52）によっ
て、南極昭和基地 (69.0°S, 39.5°E)にレイリーラマンライダーが設置された。晴天となった 2月 4日より運用が開始さ
れたが、この観測初日に、昭和基地では初となるライダーによる極中間圏雲（PMC）が 22：30UT頃（LT は+3時間）、
散乱ピーク高度 86.6kmにおいて観測された。また同日、昭和基地の東方に視野を持つ SuperDARN HFレーダーにより、
夏季極域中間圏エコー（PMSE）が 21:30UTから 23：00UTにかけて検出された。PMCと PMSEは異なる空間領域で検
出されたが、MFレーダーによる風速データに基づき、PMCの動きを推定したところ、ライダーで検出された PMCが
PMSEの検出された領域付近より昭和基地方向へ西向きに流れてきた可能性が示された。このことは、両者の原因となっ
た氷粒子が、同一のものであった可能性を示している。また、PMCは 2月 4日以降から 2月末まで、検出されなかった
ことから、本イベントが昭和基地緯度近辺での 2010年から 2011年にかけての夏期間における PMC活動の収束期のも
のであったと考えられる。このことは、AIM 衛星搭載 CIPSによる PMCアルベド観測および、AURA 衛星搭載MLSの
大気温度観測に見られる傾向とも一致した。
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